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特集　OR教育の系譜と現在

次号では，60年を超える歴史を有する日本OR学会の「これまで」，「いま」，そして「これから」を
「OR教育の系譜と現在」と題してお届けします．学会の黎明期，草創期を牽引された大先輩を振り返り
つつ，こうした方々を源流とする各大学の研究と教育の取り組みを，平成最後の年明けに紹介いたしま
す．
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メーリングリストに登録しよう
会員の方は，本学会のメーリングリストに登録すると，学会ならびに各研究部会の主催する研究発表会・セミ
ナー等の催し物に関する最新情報が得られます．登録方法については，http://www.orsj.or.jp/members/mlhowto.
htmlをご覧ください．

編集後記
●このところ，春秋の研究発表会や最適化関連の研究
部会に参加すると，さまざまな手法に関する実験結果
が発表されていますが，そこで用いられているプログ
ラムの実装言語としてPythonを目にする機会が，非
常に多くなったと感じています．私自身，5年ほど前
からPythonを用いてさまざまな最適化アルゴリズム
の実装を経験してきましたが，Pythonが選択される
理由として，初学者にも馴染みやすいシンタックスと
ともに，その豊富なライブラリ群の存在が挙げられる
と思います．
●本特集「Pythonによる問題解決」では，大学や企
業において，Pythonを用いてさまざまな課題を解決
された経験をもつ7名の方々にご執筆いただきました．

その記事の中でも，数式処理，ネットワーク分析，凸
最適化といったORにも馴染みの深いものから，アプ
リケーション開発に関するものまで，実に多種多様な
ライブラリが紹介されています．
●特集原稿を読んだ後に，どのようなライブラリがあ
るのか個人的に調べてみたのですが，多面体の端点列
挙アルゴリズムDouble description methodのライブ
ラリであるpycddlibを発見しました．Pythonといく
つかのライブラリを使えば，空は飛べないまでも，少
しだけ高いところから単体法の軌跡を観察することも
比較的容易に実現できるようです．みなさんも，
Pythonを片手に，各々の興味のある世界を羽ばたい
てみたくなるのではないでしょうか．
 （伊豆永洋一）
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